
2. 他者による風景の模型化

２つめの方法として「風景の模型化」という方法を行った。
これは、記号論で行った自分と風景の間での現象の記号的分析による理解できたが
ひとつひとつの風景としてあった個性の部分がそぎ落ちた面を補いたかったということがあった。
そして、体験した自分ではない人の目を通した姿として「模型」という媒体を使い、それをさらに
観察するということがしてみたかった。
それは、模型化することで自分が風景をもう一度客観的に見るということでもあるし、
他人が写真からどういった風にそれを読み取り、形にするのかという感じ方の違いにも興味があっ
たからである。

3. 風景から受けとる感覚的イメージ

可能なかぎり客観的に分析をしていこうと努める中で、矛盾しているかもしれないが自分が直感的に感じた 感覚

イメージも設計する上では大切にしたいと考えていた。そしてそのイメージは直接的に形に現れてくる も場合も

あるが、体験者にその空間が与えてくれる雰囲気のようなものとして制作に応用したいと感じてい た。そのため

にも風景から感じ取った感覚的なイメージを思い出し、その輪郭をつかむように何度もスケッ チや言葉重ねてい

き、それを形として実際の空間イメージや図面に展開していった。ここではその一部をのせる。

人が風景から感じとる違和感や不思議さについての考察

- 意識が入りこむ要素をもつ建築の設計 -

一見なんの変哲もないような風景に、違和感を感じ目をとめてしまうことや不思議だと感じることがある。

そんな風景や空間がもっている不思議さや違和感の要因を知りたいという思いがあった。

そういった風景にある要素は、観察者になにかを想像させる力を内包していたり、認識をゆさぶる力をもっている。

観察者がその風景と対峙することによって何かしら思考をめぐらすような働きかけを、 本制作では

「( その対象に観察者の ) 意識が入りこむ」という言葉で表している。 意識が入りこむ要素を知ることで、絶対的なものとしてあ

る物理的空間からそれ以上の 空間体験や広がりのようなものを観察者それぞれの認識によって生むことができると考える。 風景

から感じとる不思議さや違和感の要素を収集、分析し空間制作に繋げ、「意識が入りこむ要素をもつ建築」を制作することを目的

とする。

分が風景に感じ取った“不思議さ”の要因を探るためにまず自分が普段から撮りためていた風景を分析していくこととした。

その中で主観に偏らずに考察するため、3つの方法を使い分析を行う。

1つにチャールズ・サンダース・パースの記号論を用い知覚現象を記号的視点から分析し

重要な要素を浮彫りにするという方法。

2つめに写真と実際の体験から得た重要な要素以外を削ぎ落とす形で他人に風景の模型化を行い、

風景を客観視できるようにして考察する方法。

3つめに風景から感じ取った感覚的なイメージを何度もスケッチし、

イメージの輪郭をつかむという方法である。

そうして得た要素を用いて「意識が入りこむ要素をもつ建築」の制作を行った。

制作背景 /目的

制作方法

自分が風景と対峙して感じ取った“不思議さ”の要因を探るため、

まずチャールズ・サンダース・パースの記号論を用い知覚現象を記号的視点から分析し重要な要素を浮彫りにす

るという方法を行う。この方法によって、主観的な感覚としてあるものの要因を風景側の要素から明らかにする。

風景について

1. 記号論による分析について

チャールズ・サンダース・パースは記号による意志の伝達を「記号」「対象」「解釈項」の３種類の記号の関係

として捉えることができると説明した。「解釈項」というのは聞き慣れない言葉だがパースの造語である。「記

号」「対象」「解釈項」は、例えば目の前に事象Aとして雲があり、それを見る人の心中で別の事象Bである

雨に結びつけられるとする。見る人がそこで行っているのはAを Bに結びつけることによって、効果Cとし

て傘を用意するという習慣を作り出す。パースはこのような場合におけるAを記号Bを対象 Cを解釈項とそ

れぞれ呼んでいる。（図１）しかしここで、事象Aは必ずしも事象Bにのみ結びつけられるというわけではな

い。それを受けとる各自の固有の文脈の中で、まったく異なる事象に結びつけられて解釈されることも当然お

こる。そこでパースは、記号と対象の関係性への着目し、類似性、因果性、約定性の三種類の性質をもつ記号

の下位区分を想定できるとした。

記号 (sign)
第一次性

対象 (object)
第二次性

解釈項 (interpretant)
第三次性

解釈項 (interpretant)

記号 (sign)

A

B

対象 (object)

図１：記号、対象、解釈項の関係

記号と対象の関係性への着目した記号の下位区分

類似記号 自らの性質が対象との間に示す類似性によって、たとえその対象が現実
に存在しなくとも自らが所有する特性だけで対象に関わるような記号

関わりをもつ対象から実際に影響をうけることで、その対象に関わるような記号
（因果性のある記号）

指標記号

記号使用者の関心と約定にもとづいて一般的な対象に関わることのできる記号

（観念や習慣が結びつきを作り出した記号）
象徴記号

symbol

icon

index

類似記号

象徴記号

指標記号

記号名とマーク

類似性、因果性、約定性の三種類の性質をもつ記号の下位区分に対応するものが、類似記号 (icon)、指標記号 (index)、

象徴記号 (symbol)の３つのであると定義される。事例分析での表示は英語表記とし、記号づけをする。今回は一部を

割愛しまとめている。最終的にここから９つのカテゴリーをつくり分類を行った。

・壁、梁がつくる囲みや幅
・遮光

→ 内部空間

・吹き込む風

→ 外部空間

・見上げると空が見える

→ 外部空間

＝外部にいながらも内部にいるように感じる

＝外部にいることを感じる

symbol

icon

index

群馬県桐生市

隙間の境界 /相反する要素がある

相反する

わたしたちの生活は、たくさんの風景であふれている。 

通学路や、散歩道、旅行先や小さいときから見慣れている地元の風景。 

そんなたくさんの風景がある中で、なんの変哲もないような風景に目をとめたり

 面白いとかんじて写真を撮ってひとまずおさめておくという行為が不思議だった。 

それはその風景の中で、同じ言語を使いながらもその組み合わせの違いによって起こっているのか、 

関係性の違いによってなのか、他のものとは違う雰囲気を発する何かがあるからであろう。 

そして、そういった面白さや不思議さは、建築を学んでいる者に限定した体験ではなく 

もっと一般的ななにかに訴えかけるような雰囲気だと思える。 

興味や思考が働いていく何気ない風景に出会うと、心を動かされたり、誰かに教えたくなったり、

その風景を毎日見たいと思ったり、こちらに何らかの働きをかけをする。

 たとえ自分がその風景の持ち主ではないとしても、そんな風に愛着がもてるということは 

建築や風景にとって重要なことだと考えている。 

そんな建築や、風景をつくることに憧れている。

群馬県前橋市

外壁に囲まれた外部 /相反する要素がある

・壁、梁がつくる囲みや幅
・遮光

→ 内部空間

・吹き込む風

→ 外部空間

・見上げると空が見える

→ 外部空間

＝外部にいながらも内部にいるように感じる

＝外部にいることを感じる

symbol

icon

index

・外壁がつくる囲み
・長方形の地面

→ 内部空間

・影

→ 外部空間

・見上げると空が見える

・壁面に見える窓や配管

・車

→ 外部空間

＝外部にいながらも内部にいるように感じる

＝外部にいることを感じる

symbol

icon

index

群馬県桐生市

隙間の境界 /相反する要素がある

相反する

相反する

・１枚１枚の札のあつまり
→ ひとつの壁

・札にかかれた異なる文字

・札ごとの木の色の違い

→ １枚の木札

＝遠くからみたときに全体的な大きさから
　壁のように感じる

＝近づくにつれ、文字や１枚の境界
　がわかり札の集合であることがわかる

symbol

icon

京都府京都市南区 前橋市中央通り沿い

　　　　  視点のちがいによる
　　　　　　見え方の変化

距離のちがいによる見え方の変化

視点の高さちがいによる見え方の変化

・店の品物の陳列
・作業する人

→ GL レベルでみている同じ風景

＝少しの高さのある場所からいつもと同じ風景
　を見下ろしたときに見慣れたものであれば
　あるほどふたつの視点での風景が重なるよう
　に感じる感覚がある

icon

・離れて見下ろす店
・地上と視点の場所の関わりのなさ

→ 自分と関わりのない場所をみている感じ

＝高さのある建物や電車から風景をながめる
　ときにある関わることのない境界みたいな
　ものを、この距離でもあることがわかった
　（こちらに向けられていないという風景）

icon

集積の壁  /
　　　　  視点のちがいによる
　　　　　　見え方の変化

日常の角度  /

福岡県中央区大名 フランス・パリ

窓のすぐ近くに本棚 /関係性のずれ ベランダ部屋 /関係性のずれ

・窓

→ 外部から内部、内部から外部がみえる

＝外部からこの窓を見たとき、
　並べられていた本棚で内部が全く見えない

＝本棚の前には人が立つ場所もなく、
　なおかつガラスで隔たれている

symbol

・本棚

→ その前に人の居場所がある

symbol

ずれ

ずれ

・ベランダ

→ 外部

＝このベランダは扉で部屋化（内部化）されて
　持ち物が溢れている人と、通常のベランダの
　ように植物が置いてあるところがある

＝ベランダを外部として使っている場合も
　内部のように使っている場合も簡易的な
　使い方なのか開けたままのところもあり
　境界の役目をしていない

symbol

・ガラス扉

→ 内部外部の境界になる

symbol

ずれ

ずれ

東京都市ヶ谷 東京都吉祥寺

                                 共通項をもつ複数の
　　　　　　　　　　   要素の並列

・空中にある通路
・左側にあるたくさんの通路

→ 立っている道路

・空中にある通路がつくる境界

→ さまざまな境界

＝人が歩き、移動するための場所という性質
　の共通項による類似

＝外部であることは理解しながらも境界を
　こえ違う場所にでるような感覚を感じる

symbol

icon

川と釣り堀  /
                                 共通項をもつ複数の
　　　　　　　　　　   要素の並列道路を通る通路  /

・釣り堀の水
・釣り堀の大きさ

→ 川

・川の音

→ 目前の水という要素からしている音

　だと感じる

＝自分のいる場所も川と連続して
　川で釣りをしているように感じる

＝水の流れる音は川のものであるはずなのに
　目前の釣り堀という同じ水という要素をも
　っているものを前にしている為、そこから
　しているように感じてしまう

icon

index

水という共通項をもつ並列

移動する為の場所という共通項をもつ並列

・絨毯の大きさ
→ 室内の大きさ

・絨毯が敷かれる
・椅子と壁の関係
→ 内部空間

＝絨毯が醸し出すサイズ感が室内に結びつく

＝絨毯は内部でつかうものだという認識

symbol

icon

内モンゴル自治区フフホト市 東京都新宿区住吉町

　　　　  習慣的認識のずれ
　　　　     による違和感

絨毯＝室内という習慣による認識に
ずれが生じ、違和感を感じる

見慣れたものが並ぶ住宅地で生じた違和感

・穴がフレームで切り取られてみえる部分
→ 窓（その奥）

＝フレームのように残る柱によって窓のように
みえ、その奥に存在する空洞の空間を想像させ
る

icon

・穴の位置

→ ２階部分にあたる面

＝周辺の建物や、普段見ている建物にあるはず
の面が２階部分にはなく、空洞になっているこ
とによる（それが突然あらわれることによる）
ことからの違和感

外絨毯  /
　　　　  習慣的認識のずれ
　　　　     による違和感

輪郭のある空洞  /

symbol

・隙間にたてかけられた荷台

→ 人が読み変えて使ったこと

＝隙間部分だけでは、本来の隙間という認識
しかないが、荷台があることでここの土地の
人が読み替えて日常的に使っていることが
読みとれる

群馬県桐生市

隙間の認識のされ方の違い

経験の少なさによる認識のされ方の違い

icon

　　　　  使われ方の解釈
）い違の方れさの識認（           改札空間  /

　　　　  使われ方の解釈
）い違の方れさの識認（           隙間にたてかけ  /

香川県高松市女木町

symbol ・改札の隙間

→ 内部空間・遊び場（子供のスケール感）

＝子供が感じる心地よいスケール感を、改札の
３つの要素の機械がつくりだしているように
感じられる

＝使い方としての知識があまり定着していない
子供なりの使い方（認識の仕方）のひとつの解釈
がうかがえる

・戸のフレーム
→ 絵

＝風景を切り取り、縁取る役割があることで、
絵と対峙したときのようにこちらに向けられた
方向性を受けとる

京都府京都市南区 京都市左京区

フレームのつくりだす方向性

フレームのつくりだす方向性

icon ・木のフレーム
→ 絵

＝風景を切り取り、縁取る役割があることで、
絵と対峙したときのようにこちらに向けられた
方向性を受けとる

icon

・中心が遠くまで見える切り取り方
→ 絵（の中のパース）

＝より方向性が強く感じられる

icon

日本庭園の向き /方向性のある風景 絵になる風景 /方向性のある風景

・暗闇の中の火
→ 火の照らし出す空間

＝暗闇の中で火があることで表れた空間
（火が照らし出せる範囲）＝（空間の境界）
という部分と、その境界もグラデーション
のように曖昧になっている部分がとても
面白かった

symbol ・暗闇の光
→ 光の輪郭がつくる空間

＝暗闇の街の中に光の輪郭が作り出す
もうひとつの姿があらわれている。
自分が普段知っている街の姿と、祭りの
光がつくりだす姿が二重に重なることで
違う感覚の空間を感じる

symbol

内モンゴル自治区 群馬県桐生市

　　　　  二面性

暗闇と炎のつくりだす空間の二面性
（全く違う空間が要素によって同じ空間
上に表れる）

普段の街と暗闇の光のつくりだす空間の二面性
（全く違う空間が要素によって同じ空間
上に表れる）

外絨毯  / 　　　　  二面性外絨毯  /

分析事例

風景写真

風景名 /分類名

場所

分析要素



1:80second floor plan

room

kitchen dining room

1:80A-A’section

room

garden

 roof

1:80first floor plan

bath room

w.c.

Storeroom
hall living room

garden

A A’

A2A’2

1:80A2-A’   section

w.c.

room

bath room

kitchen dining 

2

〈壁に囲まれた屋根〉〈囲まれた空き地〉がつくる空間と関係性

type a

　　ビルに囲まれた空き地壁に囲まれた屋根

element

■〈屋根と壁〉のつくる均一ではない空間

■〈囲まれた場所〉のつくる大きな明るい内部空間

屋根と壁によってできている３つの部屋と廊下部分は、ひとつながりでありながら屋根の勾配によって空間に変化をつくる

外壁に囲まれているような内部空間であるホールは、閉鎖的でありながら開放的な場所となり各部屋同士の隙間のような場所でもある

■〈屋根と開口、壁と開口〉外側からの見え方
屋根の傾きが開口に現れてくることで、外にこの空間を向けることが可能になることや、内部と外部が連続したレイヤーとなって重なり、
ひとつの開口からみえてくることで外側から見たときの想像の起点となりうる



〈輪郭のある空洞〉がつくる空間と関係性

element

輪郭のある空洞

type b

1:80second floor plan

bed room

1:80B-B’section

room

kitchen dining 

bed room

1:80first floor plan

room

 living room

kitchen dining 

w.c.

bath room
B B’

B2

B’2

1:80B2-B’   section

room

 living room

bed room

2

■〈大きな開口〉外と内での見えの違い

普段の生活にはないであろう大きな開口は、内側からは大きく空が切り取られるように表れ、天気や光によって空間が変化する
外側からはわからないままに観察したり突然人が表れる様子が見えたりと、この建物自体に想像を膨らませる起点となりうる

■〈外のような空間〉内から内へ

開口によりサンルームのようになる空間はこのリビングから入るときには外にでたような感覚をつくり、空間は大きなお風呂にも
大きなキッチンにもトイレにもなり生活する時々で部屋の関係をゆさぶる

空洞部分の見えの変化



〈隙間と向こう側〉がつくる空間と関係性

type c

1:80second floor plan

room

room

courtyard

room

w.c.

1:80C-C’section

room

room

kitchen 

Parking

1:80first floor plan

 living room dining 

kitchen 

bath room

Parking

C C’

C2

C’2

1:80C2-C’    section

room

dining 

kitchen 

courtyard

2

element

隙間と向こう側

２つの隙間空間に各部屋がはみだすように見えてきているここは外部であるが幅が狭く内部のようでもあり、
こちら側とあちら側を関係づけるような場所となる

この３棟それぞれは広くはなく互いに密集しているがある場所
にたつと突然遠くまでぬけたり端の棟の部屋が近く感じられる

■〈建物ではさまれた隙間空間〉すみかたが見える空間

■〈すべての棟を通る歩道空間〉内部と外部を通りぬける空間
■〈密集の中の抜け空間〉感じ取る距離の変化

すべての棟を通り抜ける歩道空間はそれぞれの部屋とは別の独立した
散歩道のようにできている .３棟の内部空間と、それぞれの隙間にある
外部の場所を通りぬけることができるので、家の廊下をあるいていなが
ら街の中のすきまをあるいていくような感覚をつくる


